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世にある多様な生物学の研究のなかで植物学の魅力のひとつは，植物たちが一見何もし

ていない様子でありながら，根気強くこちらが観察をしてやると，ふとした瞬間に健気

にせっせと動いている姿を見せてくれるところではないでしょうか。そのような気づき

は，細胞，組織，そして個体などあらゆる階層に溢れています。解析技術の向上でます

ます広がりを示す研究分野の中で，私たちが今回掘り下げたのが植物のもつ可塑性です。

器官の発生が進んで成熟したと思われる組織であっても，物理的な刺激や環境，微生物

との相互作用など，外的な要因が刺激となって細胞や組織の形態や機能が大きく変化す

る例は珍しくありません。これら植物細胞の可塑性に焦点を当てた標題のシンポジウム

を，私たちは 2022 年 9 月，日本植物学会第 86 回大会において主催しました。オンライ

ンを含め多くの方の参加を頂き，植物生殖，微生物間相互作用や根毛形成を含む 6 演題

の研究発表を通じ，植物細胞の分化運命や可塑性の制御について活発な議論をしました。

シンポジウムが大きく賑わった背景には，「細胞運命操作による植物生殖システムのリ

モデリング」および，「植物と微生物の共創による超個体の覚醒」という 2 つの学術変

革領域研究（B）（以下，学変 B）の共催であったことも大きく影響したと思われます。

コロナ禍の真っ只中で始まった新しい科研費の枠組みである学変 B は，情報発信の機

会も限られてきました。これら 2 領域の実体を知りたいというばかりでなく，両者に共



植物科学最前線 14:2 (2023) 

D. Maruyama et al. - 2 
BSJ-Review 14:2 (2023) 

通する「植物を変えていく」コンセプトの潜在性を見極めたいという参加者も多かった

のではと推察します。本総説集はシンポジウムの講演者の寄稿によって構成されていま

す。その内容は一部差し替えを含むものの，いずれも植物細胞の分化運命の制御に深く

関わるものです。シンポジウムの様子を思い描きながら本総説集をご覧いただくことで，

植物細胞が大きく変わる場面で展開される生物学の魅力を，一人でも多くの方が感じ，

共鳴する助けとなれば幸いです。最後に，シンポジウムの開催にご尽力された大会実行

委員会の先生方，ご参加くださった皆様に感謝致します。また，本総説集の出版の機会

をくださった電子出版物編集委員の先生方にも，深く御礼を申し上げます。 


